


備 考

別記様式第２号（その１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

計 画 の 区 分 医学部の収容定員変更

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　     ｵｵｲﾀﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国 立 大 学 法 人　　 大 分 大 学

フ リ ガ ナ ｵｵｲﾀﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 大 分 大 学　（Oita University）

大 学 本 部 の 位 置 大分県大分市大字旦野原７００番地

大 学 の 目 的
　本学は、人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて、豊かな創造性、社会性
及び人間性を備えた人材を育成するとともに地域の発展ひいては国際社会の平和と
発展に貢献し、人類福祉の向上と文化の創造に寄与することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的
 「経済財政改革の基本方針2009」を踏まえ，地域の医師確保等に早急に対応する
ため，医学部医学科の入学定員の増員を図るものである。

新

設

学

部

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

教育福祉科学部
[Faculty of Education and
 Welfare Science]

　学校教育課程
  [School Education Course] 4 100 － 400

学士
（教育）

　情報社会文化課程
  [Computer Science, Society
   and Culture Course] 4 50 － 200

学士
（教養）

　人間福祉科学課程
  [Human Society and Welfare
   Science Course] 4 95 － 380

学士
（教養）

経済学部
[Faculty of Economics]
　経済学科
  [Department of Economics] 4 130 520

学士
（経済学）

  経営システム学科
  [Department of Business
   Studies] 4 130 － 520

学士
（経済学）

  地域システム学科
  [Department of
   Regional Studies] 4 45 － 180

学士
（経済学）

　（編入学）
3

10 20
学士

（経済学）

医学部
[Faculty of Medicine]
  医学科
  [School of Medicine] 6 100

2
10 650

学士
（医学）

平成22年4月
第１年次

大分県由布市挾間町
医大ヶ丘1丁目1番地

( 95) (620)
　看護学科
  [School of Nursing] 4 60

3
10 260

学士
（看護学）

工学部
[Faculty of Engineering]
　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学科
  [Department of Mechanical
   and Energy Systems
   Engineering] 4 80 － 320

学士
（工学）

　電気・電子工学科
  [Department of Electrical
   and Electronic
   Engineering] 4 80 － 320

学士
（工学）

　知能情報ｼｽﾃﾑ工学科
  [Department of Computer
  Science and Intelligent
  Systems] 4 70 － 280

学士
（工学）

  応用化学科
  [Department of Applied
   Chemistry] 4 60 － 240

学士
（工学）

　福祉環境工学科
  [Department of Welfare
   Engineering] 4 80 － 320

学士
（工学）

　（編入学）
3

10 20
学士

（工学）
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等

の

概

要

教育学研究科（修士課程）
[Graduate School of
 Education](Master Couse)
　学校教育専攻
  [School Education] 2 6 － 12

修士
（教育学）

　教科教育専攻
  [Subject Teaching] 2 33 － 66

修士
（教育学）

経済学研究科（博士前期課程）
[Graduate School of
 Economics](Master Couse)
　経済社会政策専攻
  [Economic and Social
   policy] 2 8 － 16

修士
（経済学）

　地域経営政策専攻
  [Community and Business
   Management] 2 12 － 24

修士
（経済学）

経済学研究科（博士後期課程）
[Graduate School of
 Economics](Doctor Couse)
　地域経営専攻
  [Business Administration
   and Regional Governance] 3 3 － 9

博士
（経済学）

医学系研究科（修士課程）
[Graduate School of
 Medicine](Master Couse)
  医科学専攻
  [Medical Science] 2 15 － 30

修士
（医科学）

　看護学専攻
  [Nursing] 2 16 － 32

修士
（看護学）

医学系研究科（博士課程）
[Graduate School of
 Economics](Doctor Couse)

平成20年4月
第１年次

　医学専攻
  [Medical Science] 4 30 － 120

博士
（医学）

工学研究科（博士前期課程）
[Graduate School of
 Engineering](Master Couse)
  機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学専攻
  [Mechanical and Energy
   Systems Engineering] 2 27 － 54

修士
（工学）

　電気電子工学専攻
  [Electrical and Electronic
   Engineering] 2 27 － 54

修士
（工学）

　知能情報システム工学専攻
  [Computer Science and
   Intelligent Systems] 2 24 － 48

修士
（工学）

　応用化学専攻
  [Applied Chemistry] 2 21 － 42

修士
（工学）

　建設工学専攻
  [Architectural 2 15 － 30

修士
（工学）

　福祉環境工学専攻
  [Human Welfare 2 21 － 42

修士
（工学）

工学研究科（博士後期課程）
[Graduate School of
 Engineering](Doctor Couse)
　物質生産工学専攻
  [Materials Science and
   Production Engineering] 3 6 － 18

博士
（工学）

　環境工学専攻
  [Energy and Environmental
   Engineering] 3 6 － 18

博士
（工学）

福祉社会科学研究科(修士課程)
[Graduate School of Social
 Service Administration]
(Master Couse)
　福祉社会科学専攻
  [Social Service
   Administration] 2 12 － 24

修士
(福祉社会科学)

計 －
1,362

－
5,269

(1,357) (5,239)

同 一 設 置 者 内 に お け る
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

　該当なし

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

― ― 科目 ― 科目 ― 科目 ― 科目 ― 単位
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教

員

組

織

の

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼任

教員教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

教育福祉科学部
　学校教育課程

人 人 人 人

　情報社会文化課程

９ ３ １

人 人 人 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

３３ ２１ ５ ０ ５９ ０ １２

（３３）（２１） （５） （０） （５９） （０） （１２）

０ １３ ０ ５

（９） （３） （１） （０） （１３） （０） （５）

　人間福祉科学課程

１１ ６ １ ０ １８ ０ １０

（１１） （６） （１） （０） （１８） （０） （１０）

計

５３ ３０ ７ ０ ９０ ０ ２７

（５３）（３０） （７） （０） （９０） （０） （２７）

経済学部
　経済学科

１２ ７ １ ０ ２０ １ ３８ 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

（１２） （７） （１） （０） （２０） （１） （３８）

　経営システム学科

１２ ５ １ ０ １８ １ ３９

（１２） （５） （１） （０） （１８） （１） （３９）

　地域システム学科

１１ ８ １ ０ ２０ １ ３９

（１１） （８） （１） （０） （２０） （１） （３９）

計

３５ ２０ ３ ０ ５８ ３ １１６

（３５）（２０） （３） （０） （５８） （３）（１１６）

医学部
　医学科

４３ ２９ ６ ７１ １４９ ０ １０２ 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

（４３）（２９） （６） （７１）（１４９）（０）（１０２）

　看護学科

１１ ３ ３ ８ ２５ ３ １８

（１１） （３） （３） （８） （２５） （３） （１８）

計

５４ ３２ ９ ７９ １７４ ３ １２０

（５４）（３２） （９） （７９）（１７４）（３）（１２０）

工学部
　機械・エネルギーシステム工学科

７ ６ １ ７ ２１ ０ １０

（７） （６） （１） （７） （２１） （０） （１０）

　電気・電子工学科

８ ８ １ ６ ２３ １ １０

（８） （８） （１） （６） （２３） （１） （１０）

　知能情報システム工学科

８ ５ ２ ６ ２１ ０ ４

（８） （５） （２） （６） （２１） （０） （４）

　応用化学科

５ ８ ０ ５ １８ ０ ９

（５） （８） （０） （５） （１８） （０） （９）

　福祉環境工学科

１２ １０ １ ５ ２８ １ １６

（１２）（１０） （１） （５） （２８） （１） （１６）

計

４０ ３７ ５ ２９ １１１ ２ ４９

（４０）（３７） （５） （２９）（１１１）（２） （４９）

教育学研究科（修士課程）
　学校教育専攻

７ ９ ０ ０ １６ ０ ３

（７） （９） （０） （０） （１６） （０） （３）

　教科教育専攻

４３ １８ ６ ０ ６７ ０ ０

（４３）（１８） （６） （０） （６７） （０） （０）

計

５０ ２７ ６ ０ ８３ ０ ３

（５０）（２７） （６） （０） （８３） （０） （３）

経済学研究科（博士前期課程）
　経済社会政策専攻

１４ ８ ０ ０ ２２ ０ ０

（１４） （８） （０） （０） （２２） （０） （０）

　地域経営政策専攻

１７ １１ ０ ０ ２８ ０ ２

（１７）（１１） （０） （０） （２８） （０） （２）

計

３１ １９ ０ ０ ５０ ０ ２

（３１）（１９） （０） （０） （５０） （０） （２）

経済学研究科（博士後期課程）
　地域経営専攻

１４ ５ ０ ０ １９ ０ ０

（１４） （５） （０） （０） （１９） （０） （０）

計

１４ ５ ０ ０ １９ ０ ０

（１４） （５） （０） （０） （１９） （０） （０）

医学系研究科（修士課程）
　医科学専攻

２６ ６ １ ２ ３５ ０ ０

（２６） （６） （１） （２） （３５） （０） （０）

　看護学専攻

１２ ３ ３ ２ ２０ ０ ９

（１２） （３） （３） （２） （２０） （０） （９）

計

３８ ９ ４ ４ ５５ ０ ９

（３８） （９） （４） （４） （５５） （０） （９）

医学系研究科（博士課程）
　医学専攻

４０ ２７ １ ０ ６８ ０ ０

（４０）（２７） （１） （０） （６８） （０） （０）

計

４０ ２７ １ ０ ６８ ０ ０

（４０）（２７） （１） （０） （６８） （０） （０）

工学研究科（博士前期課程）
　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学専攻

７ ６ １ ６ ２０ ０ ４ 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

（７） （６） （１） （６） （２０） （０） （４）

　電気・電子工学専攻

８ ８ ０ ５ ２１ １ ２

（８） （８） （０） （５） （２１） （１） （２）

　知能情報システム工学専攻

８ ５ ２ ６ ２１ ０ ２

（８） （５） （２） （６） （２１） （０） （２）

　応用化学専攻

５ ８ ０ ５ １８ ０ １

（５） （８） （０） （５） （１８） （０） （１）

　建設工学専攻

６ ４ ０ ３ １３ ０ ３

（６） （４） （０） （３） （１３） （０） （３）

　福祉環境工学専攻

７ ４ ０ １ １２ ０ ２

（７） （４） （０） （１） （１２） （０） （２）

計

４１ ３５ ３ ２６ １０５ １ ９

（４１）（３５） （３） （２６）（１０５）（１） （９）
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大学全体

大学全体

大学全体

国費による

概

要

分

工学研究科（博士後期課程）
　物質生産工学専攻

１８ １８ ０ ０ ３６ ０ ０

（１８）（１８） （０） （０） （３６） （０） （０）

　環境工学専攻

１７ １３ ０ ０ ３０ ０ ０

（１７）（１３） （０） （０） （３０） （０） （０）

計

３５ ３１ ０ ０ ６６ ０ ０

（３５）（３１） （０） （０） （６６） （０） （０）

福祉社会科学研究科（修士課程）
　福祉社会科学専攻

１ １ ０ ０ ２ ０ １１

（１） （１） （０） （０） （２） （０） （１１）

計

１ １ ０ ０ ２ ０ １１

（１） （１） （０） （０） （２） （０） （１１）

小　計
４３２ ２７３ ３８ １３８ ８８１ ９ ３４６

（４３２）（２７３）（３８）（１３８）（８８１）（９）（３４６）

既
設
分

該当なし
― ― ― ―

小　計
― ― ―

― ― ―

（―） （―） （―） （―） （―） （―） （―）

― ― ― ―

（―） （―） （―） （―） （―） （―） （―）

合　　　　計
４３２ ２７３ ３８ １３８ ８８１ ９ ３４６

（４３２）（２７３）（３８）（１３８）（８８１）（９）（３４６）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
２５３　 人 ２４　　 人 ２７７ 　人

（２５３） （２４） （２７７）

技 術 職 員
６８７ １ ６８８

（６８７） （１） （６８８）

図 書 館 専 門 職 員
６ ０ ６

（６） （０） （６）

そ の 他 の 職 員
２５ ３ ２８

（２５） （３） （２８）

計
９７１ ２８ ９９９

（９７１） （２８） （９９９）

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校　舎　敷　地 340,032㎡ 0㎡ 0㎡ 340,032㎡

運 動 場 用 地 88,682㎡ 0㎡ 0㎡ 88,682㎡

小          計 428,714㎡ 0㎡ 0㎡ 428,714㎡

そ    の    他 403,546㎡ 0㎡ 0㎡ 403,546㎡

合          計 832,260㎡ 0㎡ 0㎡ 832,260㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

112,428㎡ 0㎡ 0㎡ 112,428㎡

（　　　112,428㎡）（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）（　　　112,428㎡）

実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

７４室 １５９室 ２８３室
１７室 ５室

（補助職員　３人）（補助職員　０人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 ４３１ 室

教室等

講義室 演習室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌

計
828,677〔224,594〕　 18,115〔4,602〕　

視聴覚資料機械・器具

大学全体
828,677〔224,594〕　 18,115〔4,602〕　 5,191〔5,191〕 11,955 148

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

0

（828,677〔224,594〕） （18,115〔4,602〕） （5,191〔5,191〕） （11,955） （148） （ 　0）

5,191〔5,191〕 11,955 148 0

（828,677〔224,594〕） （18,115〔4,602〕） （5,191〔5,191〕） （11,955） （148） （　　0）

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

5,994㎡ 676 606,806

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

4,066㎡
野球場２面、陸上競技場２面、ラグビー場１面、
テニスコート１７面、50ｍプール２、武道場２、
剣道場１、弓道場２、課外活動共用施設

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設年度 完成年度 区分 開設前年度 開設年度 完成年度

教 員 １ 人 当 り 研 究 費 等 ―　千円 ―　千円 図書購入費 ―　千円 ―　千円 ―　千円

共 同 研 究 費 等 ―　千円 ―　千円 設備購入費 ―　千円 ―　千円 ―　千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 　―
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既

設

大

学

等

の

大 学 の 名 称 国立大学法人大分大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

教育福祉科学部 1.09
大分県大分市
大字旦野原700番地

　学校教育課程 4 100 － 400
学士

（教育） 1.09
平成15
年度

　情報社会文化課程 4 50 － 200
学士

（教養） 1.09
平成15
年度

経済学部 1.07
大分県大分市
大字旦野原700番地

　人間福祉科学課程 4 95 － 380
学士

（教養）

－ 520
学士

（経済学）

1.08
平成15
年度

学科振り分け
は、３年進級
時に行う。

　経営システム学科 4 130 － 520
学士

（経済学）

　経済学科 4 130

学士
（経済学）

平成15
年度

1.08

平成15
年度

3
10 20

学士
（経済学）

平成15
年度

　地域システム学科 4 45 － 180

0.90

医学部 0.99
大分県由布市挾間町
医大ヶ丘1丁目1番地

　（編入学）

　医学科 6 85
2

10 560
学士

（医学） 1.00
平成15
年度

　看護学科 4 60
3

10 260
学士

（看護学） 1.00
平成15
年度

工学部 1.08
大分県大分市
大字旦野原700番地

　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学科 4 80 － 320
学士

（工学） 1.08
平成15
年度

　電気・電子工学科 4 80 － 320
学士

（工学）

　知能情報システム工学科 4 70 － 280
学士

（工学）

学士
（工学） 1.10

平成15
年度

1.07
平成15
年度

1.08

1.11
平成15
年度

平成15
年度

　応用化学科 4 60 － 240

3
10 20

学士
（工学）

　福祉環境工学科 4 80 － 320
学士

（工学）

0.95

教育学研究科 0.90
大分県大分市
大字旦野原700番地

　（編入学）

（修士課程）

　学校教育専攻 2 6 － 12
修士

（教育学） 2.08
平成15
年度

　教科教育専攻 2 33 － 66
修士

（教育学） 0.69
平成15
年度

経済学研究科 1.12
大分県大分市
大字旦野原700番地

（修士課程）

　経済社会政策専攻 2 8 － 16
修士

（経済学） 1.00
平成15
年度

　地域経営政策専攻 2 12 － 24
修士

（経済学） 1.04
平成15
年度

（博士後期課程）

　地域経営専攻 3 3 － 9
博士

（経済学） 1.11
平成19
年度

医学系研究科 0.85
大分県由布市挾間町
医大ヶ丘1丁目1番地

（修士課程）

　医科学専攻 2 15 － 30
修士

（医科学） 0.93
平成15
年度

　看護学専攻 2 16 － 32
修士

（看護学）

（博士課程）
博士

（医学） 0.91
平成20
年度

0.68
平成15
年度

1.26

　医学専攻 4 30 － 120

工学研究科
大分県大分市
大字旦野原700番地

（博士前期課程）

　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学専攻 2 27 － 54
修士

（工学） 1.23
平成15
年度

　電気・電子工学専攻 2 27 － 54
修士

（工学） 1.14
平成15
年度

　知能情報システム工学専攻 2 24 － 48
修士

（工学） 1.22
平成15
年度

　応用化学専攻 2 21 － 42
修士

（工学） 1.28
平成15
年度
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附属施設の概要

名　　　称：医学部附属病院

目　　　的：「患者本位の最良の医療」を基本理念とする。さらに、高度先進医療の開発と
　　　　　　提供をとおして、倫理観豊かな医療人を育成し、地域社会の福祉に貢献する。

所在位置　：大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番地

設置年月日：昭和５６年４月

規　模　等：43,013 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：福祉科学研究センター

目　　　的：学内及び学外の関係機関と連携を図り、福祉科学に関する理論的な深化・発展
　　　　　　をめざす調査・研究を行うとともに、実践的な人材養成を支援するための諸活
　　　　　　動を行い、地域社会の福祉の増進に寄与する。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地

設置年月日：平成１０年４月

規　模　等： 25㎡

附属施設の概要

名　　　称：ベンチャービジネスラボラトリー

目　　　的：大学院学生を中心とした若手研究者の柔軟な発想を生かし、高度の専門的職業
　　　　　　能力を有し、ベンチャー精神に富んだ創造的な人材の育成を図り、併せて新技
　　　　　　術・新産業の創出と地域産業の活性化に貢献すること。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地

設置年月日：平成１１年４月

規　模　等：1,499 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：国際教育研究センター

目　　　的：留学生への日本語・日本事情教育及び修学・生活上の指導助言。また、本学学
　　　　　　生に対して留学に関する情報提供や指導助言、国際理解教育を行うことによる
　　　　　　国際交流推進への寄与。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地

設置年月日：平成１２年５月

規　模　等： 132 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：学術情報拠点

附属施設の概要

名　　　称：全学研究推進機構

目　　　的：大分大学における基盤研究の支援及び重点研究の推進を図るため研究プロジェ
　　　　　　クトの創生及び支援体制の整備並びに大学院生等の人材育成に資する。

資所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地、大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番

設置年月日：平成２１年１０月

規　模　等： 1.354 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：地域共同研究センター

目　　　的：民間企業や公的試験・研究機関との共同研究の受入れ及び支援、各種講演会の
　　　　　　開催

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地

設置年月日：平成５年４月

規　模　等：1,138 ㎡

状

況

　建設工学専攻 2 15 － 30
修士

（工学） 0.96
平成15
年度

　福祉環境工学専攻 2 21 － 42
修士

（工学） 0.90
平成15
年度

（博士後期課程）

　物質生産工学専攻 3 6 － 18
博士

（工学） 1.05
平成15
年度

　環境工学専攻 3 6 － 18
博士

（工学） 1.05
平成15
年度

0.95福祉社会科学研究科
大分県大分市
大字旦野原700番地

（修士課程）

設置年月日：平成２０年４月

規　模　等：7,781 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：附属学校（幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校）

目　　　的：幼稚園教育、小学校教育、中学校教育、特別支援教育

所在位置　：大分県大分市王子新町１番１号

設置年月日：昭和２６年４月

12 －

規　模　等：18,608 ㎡

　福祉社会科学専攻 2

目　　　的：学術情報の整備・充実とその高度化に努め，図書，学術雑誌その他必要な資料
　　　　　　と情報システム報ネットワークを本学の教職員，学生の利用に供することによ
　　　　　　り教育・研究の進展を図り，地域社会への学術情報の提供と公開及び情報化支
　　　　　　援などを通じて社会との連携の推進を資する。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地、大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番

24
修士

(福祉社会科学) 0.95
平成15
年度
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附属施設の概要

名　　　称：保健管理センター

目　　　的：学生及び教職員の保健管理等。産業保健活動等。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地

設置年月日：昭和４９年４月

規　模　等： 736 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：附属医学教育センター

目　　　的：医学教育及び看護学教育並びに入学者選抜方法に関する総合的な研究・開発を
　　　　　　行い，本学部の医学・医療教育の発展・向上を図ることを目的とする。

所在位置　：大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番

設置年月日：平成１７年４月

規　模　等： 19 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：附属教育実践総合センター

目　　　的：教育実践開発分野（教育実践研究領域・教育情報システム領域）と発達教育臨
　　　　　　床分野（教育臨床心理領域・発達障害臨床領域）の２分野４領域における、学
　　　　　　部附属共同研究・教育実習等の各種事業の推進。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地

設置年月日：平成１３年４月

規　模　等：527 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：高等教育開発センター

目　　　的：高等教育・生涯学習に関する調査・研究及び教育事業を積極的に推進し，大分
　　　　　　大学における教育及び地域社会の発展に寄与する。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地

設置年月日：平成２０年４月

規　模　等： 111㎡
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－ 1 － 
 

医学部の収容定員変更の趣旨等を記載した書類 

 

国立大学法人大分大学 

 

ａ 収容定員変更の内容 
 平成２１年度から医学部医学科入学定員を１０名増員したところであるが，「経済

財政改革の基本方針２００９（平成２１年６月２３日閣議決定）」を踏まえ，地域枠

として５名の増員を図り，１１０名（学士編入学１０名を含む。）とする。これによ

り，収容定員を６２０名から６５０名へ変更する。 

 
ｂ 収容定員変更の必要性 

大分県においては，一部の地域を除いて人口１０万人当たりの医師数は，全国平均

を下回っており，特に小児科及び産科医療の分野における医師不足は厳しい状況であ

る。また，大分大学医学部附属病院は，開院当時から医師派遣等を通して地域医療に

貢献してきたところであるが，昨今の臨床研修制度改革や勤務医の過剰労働等の問題

から地域の内科医や外科医の医師不足も深刻化しており，地域における医師確保・医

師派遣については，大分県全体としても喫緊の課題である。 
このようないわゆる「医師不足」は，大分県だけでなく全国的な問題となっている

ため，政府は２１年度からの「緊急医師確保対策」（平成２０年６月３０日付け２０

文科高第２４８号文部科学省高等教育局長通知）及び「経済財政改革の基本方針２０

０８」（平成２０年６月２７日閣議決定）により，医師養成数の拡大を図ったが，今

年度においても「経済財政改革の基本方針２００９」を平成２１年６月２３日閣議決

定し，地域の医師確保等に早急に対応することとした。 
本決定を踏まえ，本学医学部でも，地域医療学センター等を設置し，医師不足の深

刻な地域や診療科の医療を担う医師の養成プログラムなど，地域に医師を確保するた

めの実効ある取組を講ずることで，医師不足が深刻な地域や診療科の医師確保に努め

るものである。 
これにより，平成２２年度からの医師養成課程（医学部医学科）に入学定員の増員

を図るものである。 



－ 2 － 
 

C 収容定員変更に伴う教育課程の概要 
 
（１）学部教育における取組・改善等 

①１年次４月 
  ●新入生ガイダンス 

   ・バイスタンダーとして地域医療に貢献できるよう「心肺蘇生＋AED 講習」を全員

に行い，修了者に大学ロゴ入りフェイスマスクを支給  
●イントロダクトリー・コースⅠ（新入生導入教育）早期体験実習 

・国立病院機構西別府病院，農協共済別府リハビリテーションセンター，別府発達

医療センター及び湯布院厚生年金病院に分かれて３泊４日の介護・介助実習 
②１年次前期 
●健康科学概論 

・大分県福祉保健部医務課職員による「大分県の地域医療の現状と問題」について

の講義（２時間） 
・大分の放送局アナウンサーによる大分弁や大分の魅力に関する講義（２時間） 

③１年次通年 
  ●早期体験実習 

   ・本学附属病院において，病棟での配膳や外来案内等を体験する早期体験ボランテ

ィア実習 
④２年次 10 月 
●イントロダクトリー・コースⅡ（専門課程導入教育）生命科学・病院内実習 

・附属病院で医療の現場を10 時間見学 
⑤３年次２月 

   ●PBL チュートリアル教育（神経・筋コ－ス） 

・PBL チュートリアルで大分県の脳外科・麻酔科医療に関する事例を設定 
２時間のチュートリアル，６時間のグループ学習及び２時間の学習発表会 
（計 10 時間） 

⑥４年次 11 月 
●PBL チュートリアル教育（社会医学コ－ス） 

・地域保健・医療に関し２時間の講義 
⑦４年次２月 
●イントロダクトリー・コースⅢ（臨床実習前導入教育）社会医療 

・地域保健・医療に関し大分県福祉保健部医務課の職員や大分県へき地診療所の医

師による６時間の講義 
⑧６年次７月 
●選択臨床実習 

・２週間を全て附属病院外の地域の病院で行い，単位の認定は実習担当医と協議 
 



－ 3 － 
 

⑨その他 
●「地域医療研修会（医学生診療所体験研修）」（２泊３日） 
・大分県へき地医療支援機構が主催する地域医療研修会（医学生診療所体験研修）

の説明会を附属医学教育センターと大分県へき地医療支援機構が２年次～４年次

の授業の中で複数回行い，参加を積極的に働きかけている。 
 

（２）教育研究環境の整備 

①地域医療学センターの設置 
   地域医療教育の充実を図るため，地域医療学センターを設置し，内科系，外科系

医師各１名を常勤として配置する。 
   センターの役割は，以下のとおりである。 
   ・地域社会との連携を深め，地域医療を支援する大分県内の医療機能連携を組織

化し，円滑に運営する。 
   ・医学生や臨床研修医に対する地域医療学の教育活動や地域で活動する医師のキ

ャリアパス形成を指導・支援する。 
   ・最新の医療に携わり，その知識と技術を地域医療に提供し，その教育・普及活

動を通じ地域医療へ貢献する。 
   ・地域の医療行政や地域社会との連携により地域医療学の発展に貢献する。 
 

②情報処理・スキルスラボセンターの設置 

情報処理・スキルスラボセンターを新築し，１２０名の学生が一度にＣＢＴを受

験できる体制を整えるとともに，地域の医療人教育をも視野に入れたスキルスラボ

の整備を行い，定員増への対応と地域医療に貢献できる教育研究設備を実現する。 
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